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春を彩る楽しい
「阿久根のひな祭り」
２月16日から３月６日まで老人福

祉センターで、高齢者の生きがいづ

くりや異世代交流などを目的とした

「第３回阿久根のひなまつり」が開

催されました。幼児から80歳代の高

齢者が手作りしたひな人形のほか、

家庭で代々飾られていた七段飾りな

ど185点が会場いっぱいに飾られ、

来場者を楽しませていました。
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九
州
西
回
り

自
動
車
道
の

阿
久
根
北
IC
〜
阿

久
根
IC
間
が
、
３

月
29

日
㈰
午
後
４

時
ご
ろ
か
ら
開
通

し
ま
す
。

ま
た
、
阿
久
根

川
内
道
路
の
区
間

に
つ
い
て
は
、
現

在
、
事
業
実
施
に

向
け
て
事
務
手
続

を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

な
お
、
今
後
の

開
通
予
定
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
平
成
27

年
度

野
田
IC
〜

阿
久
根
北
IC
間

▼
平
成
28

年
度

高
尾
野
IC
〜

野
田
IC
間

▼
平
成
29

年
度

出
水
IC
〜

高
尾
野
IC
間

30

回
国
民
文
化
祭
か
ご
し

ま
２
０
１
５
」
が
、
県
内

各
地
で
10

月
31

日
㈯
〜
11

月
15

日

㈰
の
期
間
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

市
で
は
、
国
民
文
化
祭
「
あ
く

ね
洋
画
展
」
と
し
て
、
10

月
31

日

㈯
〜
11

月
８
日
㈰
の
期
間
に
阿
久

根
市
総
合
体
育
館
で
、
全
国
の
小
・

中
・
高
校
生
を
対
象
に
し
た
洋
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

作
品
の
応
募
方
法
な
ど
に
つ
い

て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

国
民
文
化
祭
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

サ
イ
ト
へ
移
動
し
て
確
認
し
て
い

た
だ
く
か
、
生
涯
学
習
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
８
月
下
旬
に

開
催
し
て
お
り
ま
し
た
「
あ
く
ね

洋
画
展
」
の
「
一
般
の
部
」
に
つ

い
て
も
、
「
第
17

回
あ
く
ね
洋
画

展
」
と
し
て
、
同
じ
会
場
で
同
時

開
催
し
ま
す
。

な
お
、
「
一
般
の
部
」
の
募
集

要
項
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
広
報

紙
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

南

「
第

３
／
29
㈰
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

阿
久
根
北
IC
～
阿
久
根
IC
間
開
通

第
30
回
国
民
文
化
祭
「
あ
く
ね
洋
画
展
」

10
／
31
㈯
～
11
／
８
㈰
開
催
決
定

◉問い合わせ先
都市建設課　都市計画係

☎0996-73-1196（直通）

◉問い合わせ先
生涯学習課 （市民会館内）

☎0996-72-1051

建設中の阿久根北ＩＣ入口

Ⓒ鹿児島県ぐりぶー・さくら

た
く
さ
ん
の
ご
応
募

待
っ
て
い
ま
す
♪

阿久根市政
ＴＯＰ　ＮＥＷＳ

阿久根市の取り組みなどに
ついてお知らせします
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第23回　阿久根市
生涯学習フェア

月
７
日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
第
23

回
阿
久
根
市
生
涯
学
習

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
社
会

体
育
振
興
や
全
国
大
会
に
出
場
さ
れ

た
方
々
の
功
績
に
対
す
る
阿
久
根
市

体
育
功
労
者
・
体
育
協
会
優
秀
選
手
・

団
体
の
表
彰
式
の
ほ
か
、
生
涯
学
習

講
座
の
紹
介
、
鶴
翔
高
等
学
校
の
体

験
活
動
の
発
表
、
講
座
生
の
作
品
展

示
、
小
・
中
学
生
の
弁
論
発
表
、 

鹿

児
島
市
維
新
ふ
る
さ
と
館
特
別
顧
問 

福
田
賢
治
氏
に
よ
る
「
明
治
維
新
と

２

国
づ
く
り
」
と
題

し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
２
回

全
国
リ
ズ
ム
ダ
ン

ス
ふ
れ
あ
い
コ
ン

ク
ー
ル
全
国
大
会

で
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
大
川
中
学
校

３
年
生
の
「
Ｓ
Ａ

Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ 
Ｓ

Ｅ
Ｖ
Ｅ
Ｎ
」
が
特

別
出
演
し
、
大
会

を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。な

お
、
表
彰
者

に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

全国大会で優
秀賞を受賞し
たダンスを披
露する大川中
３年生「ＳＡＭ
ＵＲＡＩ　Ｓ
ＥＶＥＮ」

永年の功績が認めら

れ、阿久根市体育功

労者として表彰を受

ける園田正雄氏

◉阿久根市社会体育功労者表彰（敬称略）
氏　名 種　目 ご功績・実績など

園田　正雄 一 般

　昭和49年から平成26年まで永きにわたり、体育指

導員（現スポーツ推進委員）として市および校区の

社会体育指導に貢献し、校区体協理事として各種体

育行事に参加され、指導・助言等を行っています。

平成23年度には、その功績から文部科学大臣表彰を

授与されています。

古賀　正男 一 般

　これまで、永きにわたり、柔道競技を通じて青少

年の健全育成のために尽力され、阿久根市スポーツ

少年団の役員等も歴任されました。また、三笠柔道

スポーツ少年団の設立当初から携わり、現在も代表

指導者として活躍されています。

野﨑　幸廣 一 般

　昭和58年の脇本錬心舘剣道スポーツ少年団の設立

当初から携わり、例年開催されている三笠旗剣道大

会も自ら携わられています。

◉阿久根市体育協会優秀選手・団体表彰（敬称略）
氏　名 種　目 ご功績・実績など

川原　和也 陸 上

川薩清修館高等学校

平成26年度全国高等学校総合体育

大会に出場（４×100ｍリレー）

幸　　大介 陸 上

阿久根小学校

第30回全国小学校陸上競技交流大

会に出場（80ｍハードル）

池田　海智 野 球

大川中学校

第44回日本少年野球春季全国大会

に出場

平　　大将 野 球

三笠中学校

第45回日本少年野球全国大会に出

場

橋崎　健太 ボクシング

阿久根中学校卒

第３回全日本ＵＪボクシング大会　

63㎏級（優勝）

米丸　　響 ボクシング

阿久根中学校卒

第３回全日本ＵＪボクシング大会

に出場　48㎏級

阿久根ソフトボール

スポーツ少年団

ソ フ ト

ボ ー ル

第７回春季全日本小学生男子ソフ

トボール大会

SAMURAI SEVEN
（サムライセブン）

ダ ン ス

大川中学校３年生

第２回全国リズムダンスふれあい

コンクール全国大会（優秀賞）

米丸響さん（写真左）
は、今年、１月下旬に
沖縄県で開催された全
九州高等学校新人ボク
シング競技大会で準優
勝し、３月23日から岡
山県で開催される全国
高等学校ボクシング選
抜大会に、九州代表と
して出場します。

阿久根中卒　米丸響さん（出水工業高校１年）が

全国高等学校選抜大会に出場決定！
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まちの話題　みんなのアルバム

イベント市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

「福
祉
の
つ
ど
い
」

２
月
15

日
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

で
「
福
祉
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
社
会
福
祉
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
方
へ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
潟

区
子
育
て
サ
ロ
ン
の
活
動
事
例
の
発

表
や
鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
名
誉

教
授
の
德
永
龍
子
氏
の
講
演
、
各
種

演
芸
な
ど
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

▽
小
牟
田
幸
代
▽
前
田
　
正
子

▽
牟
礼
　
裕
子
▽
笑
美
鈴
会

▽
南
畑
ひ
ま
わ
り
会
▽
若
草
会

▽
紅
梅
会
　
　
▽
観
音
会

阿久根市社会福祉協議会会長表彰を受け
られた皆さま

イベント

伝統行事

イベント

第62回県下一周市郡対抗駅伝競走大

会が、２月14日から18日までの５日間

で行われました。

大会３日目の田代中継点では、田代

小学校と鶴川内小学校の子どもたち

が、自分たちで作った全チームの横断

幕を掲げながら、選手たちに精一杯、

声援を送りました。

１月17日、年間を通し、出水地区の男女別そ

れぞれ６チームで行われた試合の上位３チー

ムで争われる永田スポーツ杯ミニバスケット

ボール大会決勝リーグが、市総合体育館で開

催され、阿久根バスケットボール少年団（男子）

が初優勝しました。

今後は、地区代表として、３月中に開催さ

れる川内・水俣地区の大会に出場します。

２月15日、大丸通り会の商人えびす祭が

大丸公民館で行われました。ステージ上か

ら「七難即滅」「七福即生」「商売繁盛」と

いうかけ声とともに、会場に紅白の餅が投

げ入れられると、出席者はこぞって縁起物

の餅を拾っていました。

２月２日、三笠中学校で行われた立

志式で、2000年の全国理容競技大会レ

ディースＣ
カ

Ｕ
ッ

Ｔ
ト

部門で日本一になられ

た出水市出身の理容師、坂口拓也氏の

講演会が行われました。坂口さんは、

「諦めずにがんばれば、夢は叶う」と

生徒たちに話していました。

田
代
小
と
鶴
川
内
小
の
児
童
が

県
下
一
周
駅
伝
競
走
大
会
の
選
手
を
応
援

阿久根バスケットボール少年団
男子が出水地区で念願の初優勝

商
売
繁
盛
を
祈
願

商
人
え
び
す
祭

（
大
丸
通
り
会
）

三
笠
中
立
志
式
で
日
本
一
の
カ
リ
ス
マ

理
容
師　

坂
口
拓
也
氏
が
講
演

ニュース
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まちの話題
みんなのアルバム

楽しい話題などをお知らせください。総務課秘書広報係　☎0996-73-1208（直通）

２月８日、脇本海岸で第14回コールドウォー
ターサーフクラシックが開催され、市内外から
80人の選手が、ビギナー（初心者）、オープン、
おやじ（45歳以上）等の８種目に出場しました。
観戦・関係者を含め、約120人のサーファーが
見守る中、選手たちは高波をとらえては鮮やか
なターンやリップアクションなど多彩な技を出
して競い合いました。大会終了後には、参加者
全員による海岸清掃や抽選会も行われました。

１月29日、鶴翔高校で、（公社）日
本フラワーデザイナー協会鹿児島県支
部から４人の講師を招いた県主催のフ
ラワーアレンジメント教室が開催され
ました。参加した生徒たちの作品の中

には、講師を思わず唸
うな

らせるような独
創的なものも見られました。

２月25日、桑原城下区の赤坂五一さん

の自宅庭で、鉢植えの梅の花が見ごろを

迎えていました。庭一面に飾られている

梅の鉢植えは、赤坂さんが40年かけて接

ぎ木したもので、紅やピンク、白、しだ

れなど約60鉢もあります。なお、今年は

この日までに県内外から100人を超す見

物客が訪れたそうです。

２月10日、脇本小学校で６年生28

人を対象とした阿久根市主催の魚の

料理教室が開催されました。

初めて魚をさばく子どもがほとん

どでしたが、北さつま漁協女性部の

３人がつきっきりで指導した結果、

真サバ100本を使った竜田揚げや、

タカエビ18㎏を使ったエビフライを

おいしく上手に調理することができ

ました。

脇
本
海
岸
で

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

鶴
翔
高
校
１
年
生
が

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
に
挑
戦

庭
一
面
に
華
や
か
に
咲
い
た
鉢
植
え
の
梅

脇
本
小
６
年
生
が
初
体
験

漁
師
の
お
母
さ
ん
か
ら
魚
料
理
を
習
う

イベント

体験教室

ニュース

体験教室

阿
久
根
か
ら
新
た
な

Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
誕
生

中
野
嘉
大
選
手
（
筑
波
大
）

笹
原
脩
平
選
手
（秀
岳
館
高

）

来
季
か
ら
本
市
出
身
の
中

野
嘉
大
選
手
（
筑
波
大
）
が

サ
ッ
カ
ー
・
Ｊ
１
川
崎
フ
ロ
ン

タ
ー
レ
に
、
ま
た
、
笹
原
脩
平

選
手
（
秀
岳
館
高
校
）
が
サ
ッ

カ
ー
・
Ｊ
１
サ
ガ
ン
鳥
栖
に

入
団
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。

な
お
、
二
人
と
も
、
市
内
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
Ａ
Ｆ
Ｃ
パ

ル
テ
ィ
ー
ダ
の
出
身
で
、
先

輩
・
後
輩
の
間
柄
で
す
。
市

民
の
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ニュース

Ｊ１川崎フロンターレ
ＭＦ中野嘉大選手

Ｊ１サガン鳥栖
ＤＦ笹原脩平選手
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は
、
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た

り
、
「
つ
な
が
る
」「
育
む
」「
そ

の
先
へ
」
の
３
つ
を
基
本
と
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
共
に
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る

夢
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
、
懸
命
の

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
つ
目
の
「
つ
な
が
る
」
と
は
、「
人
」

と
「
地
域
」
と
「
仕
事
」
が
有
機
的
に

つ
な
が
り
、
協
働
し
、
連
携
し
、
共
に

支
え
合
い
な
が
ら
、
に
こ
や
か
に
笑
顔

を
交
わ
し
合
う
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

私基
本
的
な
考
え
方

二
つ
目
の
「
育
む
」
と
は
、
こ
の
地

に
暮
ら
す
人
々
が
、
豊
か
な
自
然
に
育

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
、
子
ど
も

を
育
て
、
進
ん
で
自
ら
を
高
め
、
健
や

か
に
笑
顔
を
交
わ
し
合
う
ま
ち
づ
く
り

で
す
。

三
つ
目
の
「
そ
の
先
へ
」
と
は
、
明

る
い
未
来
を
展
望
し
、
地
域
の
資
源
を

生
か
し
な
が
ら
、
恵
み
豊
か
な
こ
の
ま

ち
を
将
来
へ
わ
た
っ
て
持
続
さ
せ
る
た

め
、
明
る
く
笑
顔
を
交
わ
し
合
う
ま
ち

づ
く
り
で
す
。

そ
こ
で
、
平
成
27

年
度
は
、
市
民
が

集
い
、
未
来
へ
の
夢
を
育
み
、
豊
か
な

故
郷
を
引
き
継
い
で
い
く
「
市
民
協
働

元
年
」
と
位
置
づ
け
て
、
市
政
運
営
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◉
地
方
創
生
へ
の
取
組

私
を
本
部
長
と
す
る
「
笑
顔
あ
ふ
れ

る
阿
久
根
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」

創
生
本
部
を
設
置
し
、
本
市
の
特
色
や

資
源
を
生
か
し
た
阿
久
根
市
版
の
地
方

当
面
す
る
課
題
や
施
策

創
世
総
合
戦
略
を
平
成
27

年
度
中
に
策

定
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
取
組
を
進
め
ま

す
。ま

た
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
等
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
度
中
に
工

事
着
手
で
き
る
よ
う
作
業
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
阿
久
根
市
う
み
・
ま
ち
・

に
ぎ
わ
い
再
生
整
備
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
阿
久
根
駅
周
辺
、
阿
久
根
漁
港
旧

港
、
ま
ち
な
か
・
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

の
３
つ
の
エ
リ
ア
と
そ
れ
ら
を
つ
な
ぐ

街
路
の
整
備
を
進
め
、
魅
力
あ
る
景
観

平成２７年
施 政 方 針

２月26日に開会された平成

27年第１回定例市議会本会議

で、 西平良将市長が、 平成27

年施政方針を発表しました。

掲載している施政方針は、 要

約しています。 原文は市のホー

ムページでご覧になれます。

笑
顔
あ
ふ
れ
る

夢
の
ま
ち
づ
く
り〟
を
目
指
し
て

〝

s２期目のスタート

西平良将市長
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づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

昨
年
５
月
に
開
館
し
た
「
に
ぎ
わ
い

交
流
館
阿
久
根
駅
」
は
、市
民
が
集
い
、

お
も
て
な
し
を
提
供
す
る
交
流
の
拠
点

と
し
て
、
さ
ら
に
は
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
沿
線
地
域
を
含
め
た
食
・
特
産
品
・

観
光
情
報
の
発
信
拠
点
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

◉
人
件
費
削
減

市
長
の
給
料
を
10

％
、
副
市
長
の
給

料
を
８
％
、
教
育
長
の
給
料
を
７
％
、

そ
れ
ぞ
れ
削
減
し
、
ま
た
、
職
員
に
つ

い
て
は
、
２
％
か
ら
５
％
ま
で
の
平
均

で
約
3.2
％
の
給
料
減
額
を
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。

◉
市
役
所
の
機
構
改
革

総
務
課
内
に
危
機
管
理
と
防
災
の
専

門
業
務
を
担
当
す
る
「
危
機
管
理
係
」

を
設
置
し
ま
す
。

◉
防
災
へ
の
対
策

台
風
や
豪
雨
災
害
、
原
子
力
災
害
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
日
頃

か
ら
防
災
意
識
の
高
揚
と
住
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
原
子
力
防
災
に
つ
い
て
は
、

原
子
力
災
害
対
策
避
難
計
画
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
、
県
を
は
じ
め
関
係
機

関
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

◉
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

薩
摩
川
内
都
〜
薩
摩
川
内
高
江
間
が

３
月
７
日
に
、
阿
久
根
〜
阿
久
根
北
間

が
３
月
29

日
に
開
通
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
27

年
度
に
は
阿
久
根

北
〜
野
田
間
が
、
平
成
28

年
度
に
は
野

田
〜
高
尾
野
間
が
、
そ
し
て
、
平
成
29

年
度
に
は
高
尾
野
〜
出
水
間
が
開
通
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
阿
久
根
〜
薩
摩
川
内
水
引
間

は
、
昨
年
、
都
市
計
画
決
定
を
受
け
、

今
後
、
薩
摩
川
内
市
と
（
仮
称
）
南
九

州
西
回
り
自
動
車
道
阿
久
根
薩
摩
川
内

道
路
建
設
促
進
協
力
会
を
設
立
し
、
新

規
事
業
化
と
早
期
完
成
に
向
け
た
要
望

活
動
を
一
層
活
発
化
さ
せ
ま
す
。

◉
学
校
教
育

平
成
27

年
９
月
か
ら
、
月
１
回
第
２

土
曜
日
に
３
時
間
の
「
土
曜
授
業
」
を

開
始
し
、
教
科
学
習
や
体
験
活
動
等
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
卒
業
時
に
５
千
円
分

の
商
品
券
と
、
同
額
の
図
書
券
を
支
給

す
る
阿
久
根
市
卒
業
祝
い
商
品
券
等
支

給
事
業
を
平
成
27

年
３
月
に
卒
業
す
る

生
徒
か
ら
適
用
し
ま
す
。

『市民協働元年』と位置づけて、

未来への夢を育み、豊かな

故郷を引き継いでいきます
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平
成
27

年
度
は
、
健
全
財
政
を
堅
持

し
な
が
ら
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
、
６
つ
の
基
本
方
針
の
下
で
ま
ち
づ

く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

１
　
共
生
の
た
め
の
「
つ
な
が
り
」
の

支
援

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
じ

か
」
の
整
備
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

等
の
安
心
な
生
活
基
盤
を
構
築
す
る
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
市
民
全

員
の
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
し
て
、

家
庭
や
地
域
の
連
帯
や
助
け
合
い
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
父
母
や
祖
父
母
の
住
居
の
近

接
地
に
、
住
宅
を
取
得
し
て
移
り
住
む

場
合
に
助
成
を
行
う
地
域
支
え
合
い
定

住
支
援
事
業
を
導
入
し
ま
す
。

市
政
の
課
題
や
施
策

２
　
産
業
振
興
、
地
域
活
性
化
に
よ
る

「
に
ぎ
わ
い
」
の
創
出

水
産
業
施
設
や
食
肉
処
理
施
設
の
整

備
助
成
に
よ
る
農
林
水
産
業
の
振
興
、

体
験
型
観
光
や
本
市
の
特
性
を
生
か
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
よ
る
交
流
人

口
の
拡
大
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

の
活
用
に
よ
る
地
域
振
興
や
定
住
促
進

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発

行
し
、
地
元
で
の
消
費
を
促
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た

方
に
対
し
、
本
市
の
特
産
品
を
送
付
す

る
こ
と
で
、
市
の
財
源
確
保
は
も
と
よ

り
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
売
り
上
げ
の
増

加
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。

３
　
地
域
資
源
や
地
域
文
化
の「
育
み
」

の
充
実

「
い
か
く
ら
阿
久
根
」
の
拡
充
等
に

よ
る
阿
久
根
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
や
映
像

等
に
よ
る
情
報
の
発
信
に
努
め
、「
食
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
国
民
文
化
祭
と
し
て
開
催
す

る
「
あ
く
ね
洋
画
展
」
や
改
修
さ
れ
た

Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
を
有
効
活
用
し
て
、
文

化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
生
ご
み
堆
肥
化
モ
デ
ル
事

業
に
つ
い
て
は
、
対
象
地
区
を
拡
大
し

て
可
燃
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
と
と
も

に
、
堆
肥
づ
く
り
に
よ
る
資
源
循
環
型

社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

４
　
共
助
の
た
め
の
子
育
て
環
境
の
整

備
、
健
康
の
増
進
等

出
生
祝
い
商
品
券
の
支
給
や
医
療
費

無
償
化
等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ

か
、
学
校
施
設
の
整
備
を
行
い
、
子
ど

も
・
子
育
て
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
に
よ
る
地
域
互
助
活
動
の
活
性

化
に
よ
る
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

５
「
そ
の
先
へ
」
の
た
め
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
等
の
整
備
等

公
営
住
宅
の
建
設
や
児
童
・
生
徒
た

ち
の
通
学
路
の
改
良
等
を
促
進
し
て
生

活
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
庁
舎

等
へ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
導

入
し
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
充
実

に
努
め
ま
す
。

６
　
行
財
政
改
革
の
推
進
や
人
材
の
活

用
等

職
員
給
与
等
の
抑
制
や
経
費
の
節
減

に
引
き
続
き
努
め
る
ほ
か
、
県
と
の
人

事
交
流
に
よ
る
人
材
育
成
や
職
員
の
意

識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27

年
度
は
、
薩
摩
藩
英

国
留
学
生
派
遣
150

周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
本
市
の
偉
人
で
あ
る
寺
島
宗
則

卿
な
ど
の
留
学
生
の
足
跡
を
た
ど
り
な

が
ら
、
現
地
で
交
流
等
を
行
い
、
次
代

を
担
う
人
材
の
育
成
を
図
る
た
め
、
青

少
年
の
英
国
派
遣
を
実
施
し
ま
す
。

以
上
、
市
政
の
推
進
に
当
た
っ
て
の

所
信
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
夢
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
は
、
多
く
の
艱か

ん

難な
ん

辛し
ん

苦く

が
あ
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
、
そ
の
時
々

を
、「
一い

っ

刹せ
つ

那な

正
し
ょ
う

念ね
ん

場ば

」
と
受
け
止
め
、

真
摯
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
と
対
峙
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
諸
施
策
を
展
開

し
、
克
服
に
努
め
て
い
く
覚
悟
で
す
。

議
会
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ま
方
の

一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
　
　
（
施
政
方
針
要
約
）

平成27年 第１回定例市議会　施政方針

県内外で積極的に市の特産品
を売り込み、ＰＲする西平市長

東京の有楽町にある鹿児島県
のアンテナショップ「かごし
ま遊楽館」で開催された「あ
くねマルシェ」（写真上）
鹿児島中央駅のアミュ広場で
開催された「北薩摩観光物産
展」（写真下）
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◉問い合わせ先
市民環境課　住民年金係
☎0996-73-1218 （直通）

役
所
で
は
、
異
動
の
多
い
３
月
29

日
㈰
、
４
月
４
日
㈯
（
い
ず
れ
も

午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15

分
）

と
、
３
月
30

日
㈪
〜
４
月
３
日
㈮
（
午

後
５
時
15

分
か
ら
午
後
７
時
）の
期
間
、

転
入
・
転
出
・
転
居
に
関
す
る
届
出
を

受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
業
務

転
入
・
転
出
・
転
居
に
関
す
る
届
出
、

各
種
証
明
発
行

ま
た
、
市
民
環
境
課
　
住
民
年
金
係

で
の
転
入
・
転
出
・
転
居
の
手
続
に
伴

ご
み
は
本
来
、
堆
肥
化

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

有
用
資
源
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
貴
重
な
資
源
を
無

駄
に
し
な
い
た
め
、
市
で
は

昨
年
度
か
ら
６
地
区
で
実
施

し
て
い
る
生
ご
み
の
堆
肥
化

モ
デ
ル
事
業
を
、
４
月
か
ら

新
た
に
14

地
区
を
加
え
た
20

地
区
で
実
施
し
ま
す
。
モ
デ

ル
地
区
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
生
ご
み
コ

ン
ポ
ス
ト
容
器
等
を
利
用

し
、
生
ご
み
処
理
を
行
っ
て

い
る
家
庭
は
今
ま
で
通
り
、

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
モ
デ
ル
地
区
以
外

の
方
で
生
ご
み
堆
肥
化
に
興

味
の
あ
る
方
は
、
生
ご
み
処

理
機
購
入
に
対
し
て
の
助
成

や
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

モ
ニ
タ
ー
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

市

生

い
、
税
務
課
や
生
き
が

い
対
策
課
、
水
道
課
、

学
校
教
育
課
な
ど
の
関

係
す
る
業
務
も
行
い
ま

す
。た

だ
し
、
届
出
の
内

容
に
よ
っ
て
は
、
後
日

来
庁
し
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
手
続
に
は
、

印
鑑
や
身
分
を
証
明
す

る
も
の
（
運
転
免
許
証

な
ど
）
が
必
要
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

9

◉問い合わせ先
市民環境課　環境対策係
☎0996-73-1219 （直通）

４月から
市内20地区で
生ごみ堆肥化
モデル事業開始

生ごみは
燃やせばゴミ！
生かせば貴重な
資源です！

市役所からのお知らせ
～Ａｋｕｎｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ～

休日窓口開庁
転入・転出・転居の手続ができます

３/29(日)、 ４/４(土)
午前８時30分～午後５時15分

３/30(月)～４/３(金)
午後５時15分～午後７時まで延長
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生涯、 自分の歯で食べる楽しみを味わえるように

８０２０ ・
７０２０表彰

では、平成26年度に協力歯科医院で40・50・

60・70・80歳（平成27年３月31日現在）の方

を対象に歯周疾患検診を実施しました。

その中で、80歳で健康な歯が20本以上ある方

（８０２０達成者）が13人、70歳で健康な歯が20

本以上ある方（７０２０達成者）が27人いらっしゃ

いました。達成者は次のとおりです。

なお、掲載への同意があった方のみ掲載してい

ます。

市

（敬称略）

池田　眞一（波　留）　　楳本　行善（桐野上）

大田サダ子（尻　無）　　栫　　治子（新　町）

桐原　洋治（　潟　）　　尻無キヨ子（　潟　）

田原　盛雄（中　村）　　田原　久子（中　村）

鶴園　義友（　段　）　　中野　浩一（的　場）

中原　京子（筒　田）　　町田　武德（瀬之浦下）

松永　健兒（牛之浜）　　森　　昭雄（木佐木野）

（敬称略）

伊㞍ヨシ子（深　田）　　牛堀　定子（遠　矢）
小田　修義（波　留）　　隈元　春男（　段　）

永井シズヱ（深　田）　　野﨑　朝子（深　田）

野畑アツ子（桐野上）　　波留　幸一（波　留）

松井　博　（黒之上）　　松﨑　德男（古　里）

山平　忠一（小　漉）　　脇之薗　守（新　町）

７０２０達成　おめでとうございます

８０２０達成　おめでとうございます

歯
と
口
は
、

健
康
・
元
気

の
源
で
す
。

８
０
２
０
を
達

成
さ
れ
た
牛
堀

定
子
さ
ん
（
写

真
右
）
に
歯
の

健
康
の
秘
訣
に

つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
み

ま
し
た
♪

質　　問 回　　答

（問１）
歯みがきは、１日
に何回しています
か。

１日１回、夜にみが
いています。
朝と昼は、うがいを
して、夜の歯みがき
は、時間をかけてみ
がいています。

（問２）
歯の健康を保つた
めに、こころがけ
ていることは何で
すか。

歯みがきの時は、ま
ず、歯間ブラシを使
います。その後、歯
磨き粉をつけずにみ
がいてから歯磨き粉
をつけてみがき、最
後に洗口液でうがい
をしています。

（問３）
阿久根の子どもた
ちへひと言

食べ物はよく噛んで
食べて、その後は歯
みがきをしっかりし
ましょう！

◉問い合わせ先

健康増進課　保健予防係

☎０９９６－７３－１２２８ （直通）
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健康コーナー

３月は自殺予防
強化月間です

イラスト：細川貂々

こ
こ
ろ
の
声
に

耳
を
か
た
む
け
て
。

誰も自殺に
追い込まれることのない社会へ

私たちにできる自殺予防は

殺は、さまざまな悩みにより心理的に「追い

込まれた末の死」です。それは決して特別な

ことではなく、「誰にでも起こり得る」いのちの

危機です。その危機に陥らない、陥らせないため

に私たちに出来ることを考えてみましょう。

調査の結果、悩みを抱え「こころの不調」から

うつ病やアルコール依存症、統合失調症などの精

神疾患を発症し、判断力や生きる意欲を失ってい

たことがわかってきました。

不眠や食欲不振、気分の落ち込みなどが、身近

な人の心のサインかもしれません。「いつもと違う

な」と気づいたら「どうしたの？」とひと声かけ

てみてください。悩みに気づいて、声をかけてあ

げることで、心のケアまではできなくても、必要

自
な専門機関につなげることで、大切な命を救

うことができるかもしれません。

「傾
けい

聴
ちょう

」を心がけ、必要に応じて専門の相

談機関を利用してください。匿名で結構です

のでご相談ください。

・気づき　家族や仲間の変化に気づいて、

声をかける

・傾
けい

　聴
ちょう

　本人の気持ちを尊重し、耳を傾

ける

・つなぎ　早めに専門家に相談するように

促す

・見守り　温かく寄り添いながら、じっく

りと見守る

sこころの電話
☎０９９－２２８－９５６６・９５６７

s鹿児島いのちの電話（24時間受付）
☎０９９－２５０－７０００

s鹿児島県　自殺予防情報センター
☎０９９－２２８－９５５８

sよりそいホットライン（24時間通話無料）
☎０１２０－２７８－３３８

s阿久根市　健康増進課　保健予防係
☎０９９６－７３－１２２８（直通）

相談窓口

危険ドラッグ・シンナー
等乱用防止強調月間
３月11日(水)～４月10日(金)

険ドラッグを乱用すると、おう吐やけ
いれん、意識消失などを起こし、死亡

に至ることもあります。また、精神へ影響
を及ぼし、自分の意志で乱用をやめること
ができなくなる可能性もあります。危険ド
ラッグは大変危険な薬物です。好奇心など
から安易に手を出しては絶対にいけません。
家庭や学校、地域などそれぞれの立場で
危険ドラッグなどの薬物乱用防止に努めま
しょう。

◉問い合わせ先

鹿児島県　薬務課内　事務局

☎０９９－２８６－２８０４

危
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（受付）大 工 の 里
住所 阿久根市山下10番地 （山下小学校近く）
E-mail:minnnanoheya@cap.ocn.ne.jp

住居の修理なら
◉自分の家だと思って◉

電話（0996）72-3131番

◎小さな修理でも困ったを良かったにする為に努力します

保存版

雨漏りがする

桶がこわれている

外壁から染みて来る

お風呂のトラブル

キッチンのトラブル

トイレのトラブル

か
ご
し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
が

新
し
く
な
り
ま
す

「
か
ご
し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」

の
有
効
期
限
が
、
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
新
し
い
パ
ス
ポ
ー
ト
へ
の
更
新
が
必

要
で
す
。

◇
対
象
者

・
妊
娠
中
の
方

・
18
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯

◇
新
パ
ス
ポ
ー
ト
の
有
効
期
限

一
番
下
の
子
ど
も
が
満
18
歳
に
な
る
前
日

ま
で

◇
申
請
手
続
　
随
時
受
付
中

◇
必
要
な
も
の

・
妊
娠
中
の
方
は
母
子
手
帳

・
現
在
使
用
中
の
「
か
ご
し
ま
子
育
て
支
援

パ
ス
ポ
ー
ト
」

※
申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
児
童
対
策
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
８
（
直
通
）

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
が

始
ま
り
ま
す

平
成
27
年
４
月
か
ら
社
会
福
祉
法
人
等
と

連
携
し
た
生
活
困
窮
者
の
自
立
に
向
け
た
相

談
支
援
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

◇
対
象
者

阿
久
根
市
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
経
済
的

な
問
題
な
ど
生
活
上
の
困
難
に
直
面
し
て
い

る
方
。
た
だ
し
、
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

◇
支
援
の
内
容

・
生
活
困
窮
者
か
ら
の
相
談
に
対
し
、
本
人

が
抱
え
る
課
題
を
把
握
し
、
支
援
計
画
を

作
成
し
ま
す
。

・
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
生
活
の
安
定
や
就

労
促
進
な
ど
の
自
立
に
向
け
た
相
談
支
援

を
実
施
し
ま
す
。

◇
相
談
の
受
付
時
間
（
予
定
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
相
談
実
施
団
体
（
予
定
）

・
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
者
な
ど

※
問
い
合
わ
せ
先

生
き
が
い
対
策
課
　
保
護
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
４
２
（
直
通
）

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
を

開
始
し
ま
す

■
土
地
（
家
屋
）
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

◇
期
間
　
４
月
１
日
㈬
〜
４
月
30
日
㈭

◇
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
。

◇
場
所
　
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

◇
縦
覧
で
き
る
範
囲

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
、
本
人
の
資
産

の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
で
き
る
よ
う

に
「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」「
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
」
に
よ
り
類
似
す
る
土
地
、
家

屋
の
評
価
額
と
比
較
で
き
ま
す
。

・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
評
価
額

※
個
人
情
報
保
護
の
た
め
、納
税
義
務
者
名
、

登
記
名
義
人
名
は
記
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

縦
覧
で
き
る
期
間
は
こ
の
期
間
の
み
で
、

手
数
料
は
無
料
で
す
。

■
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
本
人
の

「
課
税
台
帳
」
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、　

借
地
人
や
借
家
人
は
、
そ
の
対
象
部
分
の
み

閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
閲
覧
は
縦
覧
期
間
中
に
関
わ
ら
ず

い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
が
、
期
間
中
は
無

料
、
期
間
外
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

■
宅
地
の
標
準
的
な
価
格
の
閲
覧

路
線
価
図（
市
街
地
）は
、
標
準
宅
地
の
所

在
を
公
開
し
、
そ
の
価
格
を
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
標
準
宅
地
の
価
格
を

記
載
し
た
一
覧
表
も
無
料
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
縦
覧
、
閲
覧
に
際
し
て
の
お
願
い

縦
覧
等
で
お
越
し
の
際
は
、
本
人
確
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
印
か
ん
と
お
手
持
ち
の

納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書(

平
成
27

年
度

納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
は
４
月
中
旬
に

送
付
予
定)

ま
た
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
人
が
縦
覧
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
お
よ
び
代
理
人
本
人
を
確
認
で
き
る

身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課 

固
定
資
産
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
４
（
直
通
）

自
動
車
の
移
転
登
録
・
抹
消
登
録
の

手
続
は
確
実
に
！

自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所

有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
で
す
。
そ
の
た
め
、
自
動
車
を
下
取
り
に

出
し
た
り
、
廃
車
し
た
場
合
で
も
、
移
転
登

録
や
抹
消
登
録
が
済
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
い

つ
ま
で
も
元
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
納

め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

手
続
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
め

に
必
要
な
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
普
通
自
動
車

鹿
児
島
運
輸
支
局
　
登
録
部

☎
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２
０
８
９

・
125
㏄
を
超
え
る
二
輪
車
お
よ
び
軽
自
動
車

鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会

☎
０
５
０
（
３
８
１
６
）
１
７
６
１

・
125
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
、
ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど

市
役
所
税
務
課
　
課
税
係

☎
０
９
９
６
（
７
３
）
１
２
０
３
（
直
通
）
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海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講
習
の

ご
案
内

次
の
と
お
り
海
技
免
状
の
更
新
・
失
効
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
　
３
月
29
日
㈰
　
受
付
　
正
午
〜

◇
場
所
　
北
さ
つ
ま
漁
協
　
２
階
会
議
室

◇
金
額
（
送
料
・
写
真
代
含
む
）

・
更
新
講
習
料
　
９
千
円

・
失
効
講
習
料
　
１
万
５
千
円

◇
持
参
品
　
更
新
ま
た
は
失
効
の
海
技
免
状

（
印
鑑
・
写
真
は
不
要
）

※
問
い
合
わ
せ
先

北
さ
つ
ま
漁
協
　
総
務
課

☎
０
９
９
６
（
７
２
）
１
５
１
１

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
の
春
募
集
が
４
月
１
日
㈬
か
ら

５
月
11
日
㈪
の
期
間
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班

☎
０
９
３
（
６
７
１
）
８
２
０
５

http://w
w

w
.jica.go.jp

・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
鹿
児
島

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
２
４

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
の

ご
案
内

銃
砲
や
刀
剣
な
ど
は
、
原
則
所
有
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
骨
董
品
な
ど
と
し
て

価
値
の
あ
る
銃
砲
や
刀
剣
な
ど
は
、
県
教
育

委
員
会
で
審
査
・
登
録
を
す
れ
ば
、
所
持
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
審
査
会
が
、
次

の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

◇
審
査
日
時
（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

※
た
だ
し
、正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
。

※
午
後
２
時
30
分
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
平
成
27
年
５
月
12
日
㈫

・
平
成
27
年
７
月
14
日
㈫

・
平
成
27
年
９
月
８
日
㈫

・
平
成
27
年
11
月
10
日
㈫

・
平
成
28
年
１
月
12
日
㈫

◇
審
査
会
場

鹿
児
島
県
青
少
年
会
館
１
階

音
楽
室
兼
視
聴
覚
室

鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
│
８

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
８
２
２
６

※
問
い
合
わ
せ
先

県
教
育
庁
文
化
財
課
　
指
定
文
化
財
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
５
３
５
５

国
税
専
門
官
採
用
試
験（
大
卒
）

受
験
者
募
集

人
事
院
と
国
税
庁
で
、
国
税
専
門
官
採
用

試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

申
込
受
付
の
開
始
は
、
平
成
27
年
４
月
１

日
㈬
か
ら
で
す
。受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は
、

直
接
、
人
事
院
や
国
税
局
へ
お
問
い
合
わ
せ

に
な
る
か
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
先

・
人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
（
４
３
１
）
７
７
３
３

http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
・
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
　
試
験
研
修
係

☎
０
９
６
（
３
５
４
）
６
１
７
１

（
内
線
６
０
４
６
）

・
出
水
税
務
署
（
自
動
音
声
）

☎
０
９
９
６
（
６
２
）
０
２
０
０

まちのイベント紹介

◉問い合わせ先
弓木野区　区長　白肌　守

☎０９９６－７３－３０５８

弓木野区の住民が総出で釜ゆでしたタケ
ノコのほか、地元で収穫した野菜や加工品、
特産品等が販売され、地方発送もできます。
また、会場近くの竹林では、タケノコ掘
り体験ができます。参加ご希望の方は、長
靴を準備してください。

s日時　３月２９日(日)
午前９時～午後１時

s場所　たけのこの里　（弓木野区）

弓木野地区たけのこ祭り
イベント
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阿久根市高松区火ノ山の旧上野製作所跡地に
阿久根市在住で要介護認定を受けられた方が
入居できる施設が昨年11月25日にオープン
しました。

特別養護老人ホーム　あかり
〒８９９−１６０４
阿久根市山下８３７５番地１

電話　０９９６－７３－３４００
ＦＡＸ　０９９６－７３－３４０１

特別養護老人ホーム　あかり

入居者募集中！

お気軽にお問い
合わせください

弁
当
は
７
時
か
ら
あ
り
ま
す

月の元気者
モン

は、㈲尾塚水産の営業を担当して

いる尾塚優也さんです。昨年５月に大阪から

帰省し、最初は家業の手伝い程度と思っていたら、

手渡された自分の名刺にビックリ。肩書きに“営

業”の２文字が。あの時は驚いたと話す優也さん。

取締役社長で祖母でもある尾塚ヱイ子さんは、

「修業なしで、難しい営業を任せてしまい、優也

には正直、申し訳ないと思ったが、早くたくさん

のことを経験してもらい、その“若い力”で阿久

根の水産業や農業、商業等の全部をつなげて、ま

ちを活性化させられるようなパイプ役に育ってほ

しい」と大きな期待を寄せています。

「とにかく、できることを精一杯やっています

が、何でもいろんな事に挑戦して、大好きな阿久

根をもっと、もっと、盛り上げていきたい」と将

来について話す、何事にも一生懸命な優也さん。

社長の“想い”はきちんと伝わっています。

今
尾
お

塚
づ か

　優
ゆ う

也
や

さん

（22）
【勤務先】
有限会社　尾塚水産

s㈲尾塚水産では、磯焼けの要因と言われている小さい

ウニに付加価値を付けて商品開発したり、ウニ殻アートで

新たな価値を開拓したりして、今年度だけでも「調味料選

手権2014『ザ・日本』調味料部門・最優秀賞」「鹿児島県

新加工食品コンクール・最優秀賞」「かごしまデザインフェ

ア2015百覧会・大賞」など多くの賞を受賞されています。

者元気
モン

アクネの

ＦＲＥＳＨ ＳＭＩＬＥ
フレスマ プラス

＋

◉問い合わせ先
阿久根市観光連盟「阿久根まちの駅」 
☎0996-72-3646

第９回　阿久根

うに丼祭り
４月18日(土)～５月17日(日)




